
様子、日頃の備えや助け合いの大切さを語った（写真上）。
　光輪寺は震災で本堂が全壊。寺も門徒も被災しながら
保育園の園舎を避難所として開放し、最大７０人がここで
共同生活を送った。山田住職（４８）は被災直後の様子を記
録した写真パネルを園児に見せながら、「近所の家がす
べて壊れるような大きな地震が５年前にありました。そ
の時に食事だけではなく、いろんな人に支えられました。
助け合うことはありがたいことです」と話した（写真下）。

　

龍谷富山高校２年
一年越しの別院参拝

龍谷大創立記念降誕会
実行委員長を務める

松
ま つ

井
い

　昊
こ う

弥
や

髙
た か

田
だ

　大
だ い

夢
む

さん

さん

　宗門校の富山市・龍谷富山高
校２年生。昨年は緊急事態宣言
が発出され中止となった同市・

　宗門校・龍谷大学の創立記念
と宗祖親鸞聖人のご誕生を祝う
「第１００回創立記念降

ご う

誕
た ん

会
え

」実

富山別院での入学奉告参拝式が４月２３日、一年越し
に行われ、２年生１８０人を代表して尊前で焼香した。
　「新入生に戻ったような気持ちで参拝式に臨もう
と思った途端に緊張が走った。悔いのない高校生活
を送ることを、あらためて仏前に誓った」とホッと
した表情で語る。
　「近年強くなりだした県内の龍谷富山サッカー部
で活躍したい」と進路を決め、魚津市から電車通学
する。「高校に入ってからずっとコロナ、コロナ。
感染対策をしながらの生活には窮屈さを感じるけれ
ど、勉強と部活動の文武両道を実践したい」。
　民法改正で１８歳になる来年は〝成人式〟を迎える。
「毎日の礼拝や宗教の授業で学ぶ、思いやりの心を
大切に、他人のことを第一に考え、他人のために動
ける大人になりたい」。　　　　 　　（３面に記事）

赤野井別院大遠忌で
帰敬式を受けた

さん遠
え ん

藤
ど う

　惟
ゆ

樂
ら

　５月８日、滋賀県守山市・赤
野井別院の親鸞聖人７５０回大

だ い

遠
お ん

忌
き

法要に参拝し、帰
き

敬
きょう

式
し き

を受け
た小学３年生。前日から５回に分けて行われた帰敬
式には２６０人が受式し、最年少だった。
　隣接する草津市・金

こ ん

乗
じょう

寺（遠藤義人住職）の寺族。
衆
し ゅ

徒
と

の父・義樹さん（４２）に見守られながら式に臨ん
だ。自分の番が近づくにつれて、顔が緊張で引き締
まる。念珠を手に静かに合掌。「おかみそり」を受
け終えると安

あ ん

堵
ど

の笑みが浮かんだ。
　「帰敬式を受けたのだから、これからは、おじい
ちゃんやお父さん、お母さん、そして仏さまに褒

ほ

め
てもらえるように勉強やいろんなことをがんばって
いきたい」と、式を終えて感想を語った。
　「目標は？」の問いに、「私の名前の『惟』と『樂』の
字をいただいた『正

しょう

信
し ん

偈
げ

』をこれまでより上手にお
つとめすること」と笑った。　　　　（２面に記事）
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行委員会の委員長を務める文学部真宗学科４年生。
　「降誕会」は法要を営む５月２１日を中心に、２人
１組で５０㌔を夜通し歩く「オーバーナイトハイク」
や京都の繁華街を練り歩く「提

ちょう

灯
ち ん

行列」、模擬店な
どで華々しくお祝いするのが恒例だが、感染症の影
響で法要以外の関連イベントは延期や中止に。「昨
年も結局全て中止になってしまった。昨年の先輩た
ちの悔しさも知っているし、１００回という大きな節
目。『今年こそは』という気持ちは強い」という。
　降誕会は自坊（福井県鯖江市・明嚴寺）でも毎年営
んでいて、幼い頃からなじみ深い。「龍大に入り、
さまざまな経験ができたのも親鸞聖人のおかげ。多
くの学生に降誕会の意義を感じてもらいたい」。

年長組の木下
結

ゆ

衣
い

さん（５）
は「芋煮は初
めて。ちょっ
と熱かったけ
ど、とてもお
いしかった」
と笑顔を見せ
ていた。

　２０１６年４月に最大震度７を２回観測し
た熊本地震から５年となる４月１４日、熊
本市東区・光輪寺の光輪保育園（園長＝
山田敬史住職）で、園児に震災の教訓を
伝える催し「熊本地震での助け合いを伝
える」が行われた。
　震災直後から炊き出しなどの支援活動
を続けてきた地元・熊本教区益

え き

北
ほ く

組
そ

の仏
教青年会（徳尾真龍会長）とボランティ
ア団体のＴ

チ ー ム

ＥＡＭ熊本、福島県で被災者
支援を行うＴＥＡＭ二本松のメンバー
が、年中・年長組の園児３７人に炊き出し
用の大鍋で作った東北の郷土料理・芋

い も

煮
に

を振る舞った。そして園児に被災当時の

熊本・光輪寺 熊本地震から５年／地元仏青らが園児に炊き出し

　２０２３（令和５）年３月から修行される親鸞聖人御誕生８５０年・立
教開宗８００年慶讃法要に向けて気運高揚を図ろうと、本山では慶
讃法要のスローガン「ご縁を慶び、お念仏とともに」とロゴマー
クの入ったワッペンを作製。組

そ

事務所を通じてすでに全国の寺院
に届けており、希望者には追加も受け付けている。
　ワッペンは名札に着けられる形（右下に説明）になっているが、
輪袈裟や式章などにそのまま着けられるよう安全ピンを付属して
いる（同左）。ワッペンの背景色はモデルが着けている赤と青のほ
か、白・黒・緑がある。問い合わせは本山・法要庶務本部総合情
報センター☎０７５（３７１）５１８１、または各教区教務所。

ワッペンロゴ を けよう！着

慶讃法要の記念輪袈裟㊨と記念式章㊧。五条袈

裟とともに今年２月から頒布されている
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（
裏
）

　夕方からは地域の人にカレーライス５００人分の炊き出
しを行い、つながりの大切さを語り合った。

伝えたい「助け合い」の心伝えたい「助け合い」の 心


